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応用数学

練習問題１

　線形代数の基本的な知識を復習するための練習問題です。解答をレポートで提出する必要はありません。

1. 以下の aから gの空欄を適当な数式，英文字，漢字，カタカナ等でうめよ（教科書第１章を参照）。

（1）AAAを m× n行列，BBBを n× l行列とするとき，積 CCC = AAABBBは a × b 行列である。

（2）(1)において，m = 1（このとき AAAを n次 c とよぶ），l = 1（このとき BBBを n次 d とよぶ）で

あるとき，CCCは 1× 1行列となるが，この行列は e とみなし，カッコをつけない。

（3）AAABBB = BBBAAAが成り立つとき，AAAと BBBは f （あるいは交換可能）であるという。AAAを m×n行列，BBB

を k× l 行列とするとき，AAAと BBBが f であるなら，k , l , m , nの間には g の関係が成り立つ。

2. n次正方行列 AAAに対して

AAAXXX = XXXAAA = III

を満たす n次正方行列 XXX が存在するとき， AAAを正則行列という（教科書 P.14を参照）。

　 AAAが正則行列であるとき，以下を示せ。

（1）AAAの逆行列 AAA−1 は一意的に定まる。

（2）BBBも正則行列であるとき， AAABBBも正則行列である。

この定理により，正則行列と正則行列の積は正則行列である。

3. AAAの転置行列を tAAAで表す。AAAが正則行列であるとき，以下を示せ。

（1） tAAAも正則行列である。

（2）( t AAA)−1 = t(AAA−1)が成り立つ。

4. 対称行列および交代行列の定義は，下記のとおりである（教科書 P.12を参照）。

• 対称行列： tAAA = AAAを満たす正方行列

• 交代行列： tAAA =−AAAを満たす正方行列

このとき，以下を示せ。

（1）交代行列 AAAの対角成分はすべて 0である。

（2）AAAを任意の正方行列とするとき，tAAAAAAは対称行列である。

（3）任意の正方行列は，対称行列と交代行列の和として表すことができる（教科書 P.24練習問題 10.）。

教科書第１章で述べられている定理は，以降の講義では公知のものとして用います。

＊解答例を１週間後を目処にアップしますので参考にしてください。

＊講義の内容についての質問や講義に対する要望等があれば，メールに書いて送ってください。

メールアドレス：miyake@me.tut.ac.jp


